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⚫ 「BS11200：2014 Crisis management – Guidance and good practice（英文）」
クライシスマネジメント：想定外の出来事（クライシス）に遭遇した場合の組織マ
ネジメントの在り方についてのガイドライン

⚫ リスクマネジメント研究分科会クライシスマネジメントWG 

2018年4月から2019年11月

⚫ 翻訳→解釈を検討：

◆ 「その節の狙い」と「その節のポイント」を明確化

◆ クライシスマネジメントの在り方

◆ 日本あるいは日本企業におけるクライシスマネジメントの問題点や課題など

⚫ 本報告は、これらの日本語訳、その解釈、およびWGでの議論を章・節ごとに整
理したものです。

⚫ リスクマネジメント研究者に方々には、英国におけるクライシスマネジメントの基
本的な考え方についての資料として、また企業の方にはクライシスマネジメント
についての一つのガイドラインとして、活用していただければ幸いに思います。

BS11200：2014 Crisis management–Guidance and good practice
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⚫ RMS分科会主査： 指田朝久

⚫ WG世話役： 長井健人

⚫ WGメンバー： 有賀平、内田知男、後藤和廣、笹子善平、多田浩之、
福田久治、（故）眞崎達二朗、宮林正恭、山田喜代信、
山本祥司、吉川賢一

クライシスマネジメントWG活動記録

クライシスマネジメントWGメンバー（50音順、敬称略）

WG 目次（仮訳） 担当 WG開催日

第1回 はじめに
１．スコープ
２．用語と定義

長井 2018年4月20日

第2回 ３．危機管理 指田 6月4日

第3回 ４．危機管理能力の構築（4.1～4.5.3.2） 内田、（故）眞崎 9月19日

第4回 ４．危機管理能力の構築（4.5.3.3～4.8） 山田、宮林 11月26日

第5回 ５．危機対応指導者 山本、多田 2019年1月28日

第6回 ６．危機における戦略的な意思決定 福田、有賀 3月29日

第7回 ７．危機コミュニケーション 吉川 5月8日

第8回 ８．訓練・演習、危機からの学び 笹子、山崎 7月9日

第9回 まとめ ― 8～11月(ML開催)
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序文
まえがき
1．スコープ
2．用語と定義
3．クライシスマネジメント：コアコンセ

プト、原則、能力開発
3.1 クライシスの理解とクライシスマ

ネジメントの最善の方法
3.2 クライシスの起源
3.3 クライシスの本質の含意
3.4 クライシスからの回復：クライシ

スマネジメントの不可欠な部分
3.5 クライシスマネジメントの原則

4．クライシスマネジメント能力の構築
4.1 はじめに
4.2 クライシスマネジメントフレーム

ワークの構築
4.3 一般的なフレームワーク
4.4 予期と評価
4.5 準備
4.5.1 全般
4.5.2 クライシスマネジメント計画
4.5.3 情報管理と状況認識
4.6 対応（CMTの行動）
4.7 リカバリ
4.8 レビューと学習

5．クライシスリーダーシップ(Crisis 
leadership)

5.1 クライシスマネジメントは通常の
ビジネスとどう異なるか

5.2 テンポ（状況変化の速さ）
5.3 クライシスリーダーシップの課題

を理解する
5.4 核となるリーダーシップの機能

6．クライシスにおける戦略的な意思
決定

6.1 意思決定
6.2 意思決定はどのように行われる

か？
6.3 クライシスにおける意思決定が

なぜ難しいのか？
6.4 難題、決定の遅延と決定の回避
6.5 意思決定の問題
6.6クライシスにおける効果的な意

思決定
7．クライシスコミュニケーション

7.1 はじめに
7.2 クライシス以前の準備
7.3 評判および利害関係者のマネ

ジメント
7.4 主要な役割
7.4.1 一般

7.4.2 スポークスパーソン（The 
spokesperson）

7.4.3 メディアモニタリング
7.5 クライシスコミュニケーション戦

略の策定
7.6 クライシスコミュニケーションの

応答についての主要原則
7.7 メッセージの一貫性
7.8 効果的なコミュニケーションの障

壁
7.9 ソーシャルメディア：機会とリスク

8．訓練・演習、クライシス事例からの
学習

8.1 人材育成とクライシスマネジメン
ト対応の演習

8.2 学習及び養成戦略
8.3 クライシスマネジメントのための

訓練
8.4 スキル開発
8.5 指導方法
8.6 クライシスマネジメント対応のリ

ハーサル
8.7 演習手法の種類
8.8 クライシス後および演習後の活

目次
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2.4 クライシス（crisis）

組織の戦略目標、評判または実行可能性を脅かす異常な、不安定な状況

2.6 インシデント（incident）

中断、損失または緊急事態を引き起こす可能性のある、組織の基準や定義を満たして
いない有害事象、クライシス

2.5 クライシスマネジメント（crisis management）

クライシスに対処するための組織能力の開発と適用

2.8リスクマネジメント（risk management）

リスクに関して組織を指揮し統制するための調整された活動

用語の定義（抜粋）
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特徴 インシデント クライシス

予測可能

性

インシデントは、一般に、予見可能で事前に計画した対応措置で対処

することができる。ただし、インシデントの発生する具体的なタイミング、その

内容および影響の及ぶ範囲は特定不能であるため、詳細に予測すること

はできない。

クライシスは、特異、稀、予見不可能もしくは管理困難な事由、又はそ

のような事由の組合せで、組織にとって非常に大きな脅威となるもので、規

範的な事前に計画した対応ではうまく対処できない。

始まり インシデントは、何の予告もなく又は直前の予告を伴い生ずる、事業の

中断・阻害を引き起こす事由である場合、又は何らかの支配が徐々に不

能となるか失われることで出現する場合がある。潜在的な、現実の又は差

し迫った問題の警告兆候を認識することが、インシデントマネジメントの重

要な要素である。

クライシスは、突然または何の予告もなく始まる場合、インシデントに歯

止めがかからなかったり、エスカレートしたりして直接の戦略的影響が発生

することより生じる場合、又は、評判への大きな影響を伴い、組織内の隠

れた問題が明るみに出る場合がある。

緊急性及

び圧力

インシデントは、通常、短期間の活動で対応し、組織に長期的又は永

続的な重大な影響が表れる前に一旦収まる。

クライシスは、より高い緊迫感を伴うもので、影響を最小限に抑えるため

に、より長期にわたって対応を実施しなければならない可能性がある。

影響 インシデントは、十分に理解されており、よって事前に定められた対応に

より対処することのできる有害事由である。その影響は、広範囲に及ぶ可

能性がある。

その戦略的な性質により、クライシスは、組織全体に支障をきたすか又

は影響を与え、組織、地理及び分野の境界を超える場合がある。クライシ

スは複雑で、不完全であいまいな情報に基づき決断を下す必要がある等

本来的に不確かな傾向があるため、影響の及ぶ範囲を評価し、理解する

のは困難である。

メディアの

関心・詮索

インシデントマネジメントが効果的であれば、有害事由を阻止し、影響

を速やかに緩和して、通常通りの事業を速やかに回復した場合にはメディ

アで扱われることはほとんどなく、その扱いも好意的なものとなる。ただし、常

にこれが当てはまるわけではなく、インシデントへの対応が効果的で、合意

されたパラメーター内のものであった場合でも、否定的なメディアの扱いによ

り、インシデントがクライシスに発展する可能性がある。

クライシスは、世間及びメディアの大きな関心を呼ぶ事由で、組織の評

判に否定的な影響を及ぼす可能性がある。メディアやソーシャルネットワー

クでの報道は、ダメージを与えるような不正確なものとなる場合があり、クラ

イシスを急速にかつ不必要にエスカレートさせる可能性がある。

確立された

計画及び

手続きによ

る管理可

能性

インシデントは、有害事由を阻止し、影響を緩和して通常の事業に回

復するための、事前に定められた適切な手続き及び計画を適用することで

解決することができる。

インシデントへの対応については、計画どおり、利用可能で適切な資源

を有している可能性が高い。

クライシスは、その新規性、本来的な不確実さと影響が及ぶ潜在的な

範囲や期間が組み合わされることで、事前に定められた手続き及び計画

の適用によって解決できることは稀である。組織の価値観や健全なクライ

シスマネジメント体制・計画に根差した、柔軟で、創造的、戦略的かつ持

続可能な対応が要求される。

インシデントとクライシス
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⚫ 組織のクライシスに対する準備、対応、クライシスからの復旧は、常に以下の包
括的な原則と一致する必要がある。

a） できるだけ早くコントロールを達成する。

b） 内外両方で効果的にコミュニケーションする。

c） 明確かつ普遍的に理解されている組織体制、役割、責任で準備する。

d） 良好な情報管理、積極的および集合的な作業による状況認識の構築。

e） 明確かつ十分にリハーサルされた意思決定および行動推進プロセスを有すること。

f） 組織のあらゆるレベルでの効果的なリーダーシップ;

g） 特定のクライシスマネジメントの役割を担う人々が、その知識、技能、経験の適切な
訓練、演習、評価を通じて有能であることを確保する。

h） その時点で把握されている事実および仮定を含む、取られたすべての決定の包括
的な記録およびポリシーログを維持する。そして

i） 間違いから学び、再発を防ぐために変更を加える。

（抜粋）3.5 クライシスマネジメントの原則
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⚫ クライシスマネジメント計画（CMP）は、以下のような重要な情報の記載に対応し
ていく文書となる。

a） クライシスにおける主要な決定と行動に対する権限と責任を有する者

b） 主要連絡先：クライシス発生時にスタッフに連絡する方法

c） クライシスコミュニケーション（内外）

d） クライシス対応の発動メカニズムとそれが実際にどのように機能するか

e） 組織全体の対応レベルの詳細（即ち、どのレベルの問題に対して連絡をとるか）、
およびアクションの順序を示すフローチャート

f） クライシスマネジメントチーム（CMT）の体制と役割、それに期待されるもの

g） CMTの設置場所（代替場所）と、どのような機器とサポートが必要か

h） キーテンプレート（CMT会議アジェンダやログブックなど）

i） ログ記録ガイダンス

j） 組織全体で使用される状況レポートテンプレート

（抜粋） 4.5.2 クライシスマネジメント計画
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⚫ 基本的な意思決定モデルは、状況の分析、問題の特定、選択肢の生成、希望する最終状態を参考
にした選択肢の評価、そして意思決定や選択を行うことである。 これらはすべて、組織の価値観と戦
略的優先事項と一致している必要がある。理想的には、クライシスにおける戦略的意思決定も、図2
の段階で構成される段階的なプロセスに従う。

⚫ 意思決定者が十分な情報を得ており、選択の結果を完全かつ正確に予見でき、完全かつ合理的に
考えていることはほとんどあり得ないので、このプロセスは、論理的かつ直接的である。現実にはい
ろいろなことがある。

（抜粋） 6.2 意思決定はどのように行われるか？

戦略的優先順位
組織の価値観

図2クライシスにおける戦略的意思決定
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リスクマネジメント大学教育分科会

リスクマネジメント大学教育における
標準資料案
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⚫ 学会設立当初からの分科会・・・・・・・なかなかテイクオフ出来ずにいた。

⚫ 2015年7月から再始動

⚫ 主査： 宮林正恭

⚫ メンバー： 内田知男、（故）魚谷竜也、小山富士夫、指田朝久、高市幸男、
宮崎昌和、山田喜代信

⚫ 世話役： 長井健人

⚫ リスクマネジメントの授業を行っているメンバーより、その授業内容を紹介

⚫ 下記事項についてディスカッション等を行っていく。

①カリキュラム、②授業の進め方、③授業を進めるにあたっての基本的な考え方、

④授業における重点事項、⑤課題と問題点、⑥今後の計画、

⑦大学内におけるRM授業の位置づけ、⑧学生および同僚教員の反応、

⑨事業のさわりの部分のモデル授業

⚫ リスクマネジメント教育の一つの概念を出していくことを目指す。
⇒リスクマネジメント大学教育における標準資料案

リスクマネジメント大学教育分科会
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第１回 オリエンテーション及びリスクマネジメントの必要性 資料本体11ページ

第２回 会社と経営の基礎知識及び企業経営のリスク 15ページ

第３回 リスクマネジメントに於ける用語及び手法の考え方 16ページ

第４回 リスクマネジメントの標準的方法論（リスク管理段階） 17ページ

第５回 リスクアセスメント（１） 12～20ページ

第６回前半 リスクアセスメント（２） 6ページ

第６回後半 ヒューマンファクターとリスクマネジメント 6ページ

第７回 リスク対応 15ページ

第８回 リスクファイナンス 25ページ

第９回 危機管理（クライシス管理） （１） 17ページ

第10回 危機管理（クライシス管理）（２） 14ページ

第11回 企業における最近のRMの主要テーマ （裁量講義）

第12回 リスクマネジメント・シミュレーション 16ページ

第13回 裁量講義 （裁量講義）

第14回 裁量講義 （裁量講義）

第15回 リスクマネジメントと経営および授業のまとめ 8ページ

目次
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第１回 オリエンテーション及びリスクマネジメントの必要性
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第２回 会社と経営の基礎知識及び企業経営のリスク
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第３回 リスクマネジメントに於ける用語及び手法の考え方
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第４回 リスクマネジメントの標準的方法論（リスク管理段階）
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第６回前半 リスクアセスメント（２）
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第６回後半 ヒューマンファクターとリスクマネジメント
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第７回 リスク対応

2021/10/23 Arimass 21



Confidential

第８回 リスクファイナンス
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第９回 危機管理（クライシス管理） （１）
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第10回 危機管理（クライシス管理）（２）
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第12回 リスクマネジメント・シミュレーション
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第15回 リスクマネジメントと経営および授業のまとめ
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ご清聴、ありがとうございます。

リスクマネジメントシステム研究分科会
リスクマネジメント大学教育分科会
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